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中間、通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績の動向を踏まえ、平成１２年５月２２日に発表した平成１３年３月期（平成１２年４

月１日～平成１３年３月３１日）の中間・通期業績予想について、下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 
１．平成 13 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 12 年 4 月 1 日～平成 12 年 9 月 30 日） 
                                                                    （単位：百万円、％) 

 
 

売 上 高       経 常 利 益       当期純利益       

前回発表予想 ( Ａ )           
(平成 12 年５月 22 日発表) 

 ２３,７００  １８０  △６２０ 

今回修正予想 (Ｂ )            ２４,６７０  ７１０  △４５０ 

増 減 額 ( Ｂ － Ａ )            ９７０  ５３０  １７０ 

増 減 率            ４.１  ２９４.４  ２７.４ 

前期(平成 12 年 3 月中間期)実績  ２０,１６５  ８５１  ３４７ 

 
2．平成 13 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 12 年 4 月 1 日～平成 13 年 3 月 31 日） 
                                                                    （単位：百万円、％) 

 
 

売 上 高       経 常 利 益       当期純利益       

前回発表予想 ( Ａ )           
(平成 12 年５月 22 日発表) 

 ５６,６００  １,８６０  １７０ 

今回修正予想 (Ｂ )            ６０,０００  ２,０００  ３００ 

増 減 額 ( Ｂ － Ａ )            ３,４００  １４０  １３０ 

増 減 率            ６.０  ７.５  ７６.５ 

前期(平成 12 年 3 月期)実績  ５２,７４４  １,４０７  ４７６ 

 



 

 

 
 
 
３．平成 13 年 3 月中間期連結業績予想数値の修正（平成 12 年 4 月 1 日～平成 12 年 9 月 30 日） 
                                                                    （単位：百万円、％) 

 
 

売 上 高       経 常 利 益       当期純利益       

前回発表予想 ( Ａ )           
(平成 12 年５月 22 日発表) 

 ２４,６００  １８０  △６４０ 

今回修正予想 (Ｂ )            ２５,４００  ６８０  △５７０ 

増 減 額 ( Ｂ － Ａ )             ８００  ５００  ７０ 

増 減 率            ３．３  ２７７．８  １０．９ 

前期(平成 12 年 3 月中間期)実績 － － － 

 
４．平成 13 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 12 年 4 月 1 日～平成 13 年 3 月 31 日） 
                                                                    （単位：百万円、％) 

 
 

売 上 高       経 常 利 益       当期純利益       

前回発表予想 ( Ａ )           
(平成 12 年５月 22 日発表) 

 ５８,５００  １,９００  １７０ 

今回修正予想 (Ｂ )             ６２,０００  ２,０００  ３００ 

増 減 額 ( Ｂ － Ａ )               ３,５００  １００  １３０ 

増 減 率            ６．０  ５．３  ７６．５ 

前期(平成 12 年 3 月期)実績   ５４,２５４        １,４２２          ４７５ 

 

５．修正の理由 

（１） 中間業績 

         当中間期の売上高は、上半期の工事受注高が IT 関連、薬品・食品関連のクリ－ンル

－ムを中心に計画値を大幅に上回る状況（計画２６６億円、実績３０８億円）となり、

この中に占めるライン更新等の短工期案件の増加にともない完成工事高は前回発表予

想数値から増収となりました。 

経常利益は、当中間期から上半期費用の一部を下半期に繰り延べる会計制度の廃止

に伴い５３２百万円の減益要因が生じましたものの、上記の増収要因および完成工事

利益率の上昇により予想値を上回る見通しとなりました。 

中間純利益は、退職給付債務の積立不足の一括償却に伴い２，２１１百万円を特別

損失に計上し、その対応として退職給付信託設定益１，０８５百万円を特別利益に計

上いたしました結果、４５０百万円の赤字となる見通しとなりました。 

 

（２） 通期業績 



 

 

通期の業績につきましては、総受注高は５７７億円（前年比４１億円増、７．７％

増）を見込んでおり、売上高、経常利益および当期純利益は、上半期の受注増により

増収、増益となる見通しであります。 

 

 

（３） 連結業績の修正理由 

当中間期の業績につきましては、売上高、経常利益とも上記要因を主な修正理由と

するものです。中間純利益は、連結子会社分の退職給付債務の積立不足額１８５百万

円を、前回発表時においては５年間で均等償却する予定でありましたが、今回連結発

表会社と同様に一括償却を行なったため、５７０百万円の赤字となる見通しでありま

す。なお、通期の業績につきましては、各項目とも上記要因を主な修正理由とするも

のです。 

 

以  上   

 


